
 3）日本周産期・新生児医学会新生児専門医取得プログラム 

指導責任者 渡部 晋一（日本周産期新生児学会専門医制度暫定指導医） 

 

【研修の概要】新生児専門医資格を取得するために必要な疾患分野を幅広く経験する。修了時には各々

の施設において新生児医療の指導的立場となれる人材を育成する事を目指している。 

原則として小児科専門医を取得した者を対象とする。毎年 2名前後を採用する予定。在籍期間は 3年間

を限度とする。 

所属は小児科であるが、NICU専属の研修である。但し、健診、予防接種、パリビスマブ外来、フォロー

アップ外来、在宅支援など、周産期専門医取得のために必要と思われる外来研修は行なう。 

小児救急、循環器、腎臓（透析）、小児神経などの研修も合わせて希望する場合は、事前に研修希望内

容を知らせて頂き、当院で対応可能な場合には考慮する。研修希望内容によっては当院では対応できな

い事がある。 

 

年間症例数（2015年）：新規入院 516名 うち 1500g未満 66名 

ECMO 0件、NO吸入 20件、脳低温療法 5件 血液浄化法 0件 

 

【一般目標】 

日本周産期・新生児医学会の認定する「新生児専門医」資格取得のための診療能力を身につける。 

 

【行動目標・研修内容】 

わが国の妊産婦、胎児及び新生児に、より高い水準の医学・医療を提供し、全人的医療を実践できる新

生児専門医になるために、新生児領域における横断的な医学・医療の基盤を理解し、新生児医として求

められる姿勢と適切な診療能力を身に付ける。以下のユニットにおける知識・技術を 3年間で習得する。 

１）周産期医療体制（チーム医療、地域化、母体搬送、新生児搬送、バックトランスファー） 

２）母体・胎児医学（ハイリスク妊娠・分娩の識別，ハイリスク胎児） 

３）健常新生児（生理と成長，発達） 

４）病的新生児（病態についての理解と診断，問題対処能力の体得、フォローアップ） 

５）家族指向型医療（母子相互作用および母乳保育、育児支援） 

６）生命倫理 

７）教育 

８）研究 

９）アドボカシー 

 

１年目 

① 周産期チームの一員として周産期医療体制についての診療能力を身につける。具体的には地域

連携の一貫として新生児・母体搬送依頼への対応。上級医師の指導の元、新生児搬送の経験。

紹介、返事、保健所との連携。バックトランスファーなど。 

② 健常新生児の見方を習得するとともに、生理、成長、発達についての知識を習得する。 

③ 病的新生児の見方を習得するとともに、生理、成長、発達についての知識を習得する。上級医

師の指導の元、診断、治療のプロセスを学習する。 

④ 新生児医療における基本的な手技を習得する（採血、末梢静脈確保、腰椎穿刺など）。 

⑤ NCPR(新生児蘇生法)の技術を身につける。 

２年目 

① 周産期チームの一員として周産期医療体制についての診療能力を身につける。自ら新生児・母

体搬送依頼への対応し、新生児搬送を担当する。 

② 上級医師の指導の元、新生児医療におけるより高度な手技を習得する（中心静脈確保、腹腔穿

刺、胸腔穿刺、ドレナージなど） 

③ 上級医師の指導の元、高度先進医療（ECMO、血液浄化法、NO吸入療法など）についての診断・

治療について学習する。 



④ 家族への説明の主たる医師となり、病的新生児の診断、治療方針について説明する。 

⑤ 周産期チームの一員として、医師、コ・メディカル、家族とのカンファレンスを主催し座長の

任に付く 

⑥ 院内で NCPRの実技指導を行なう 

 

３年目 

① 病的新生児の診断・治療までを自ら立案・実行する 

② 新生児医療に関る、基本的な手技を確実に習得する（より高度の手技も含む） 

③ 臨床研究を立案し、施行、学会発表、論文発表を行なう。 

④ 英語圏での学会発表、英文による論文発表。 

 

 

【その他】 

後輩の指導も行う。 

セミナーへの参加は有意義と思われる場合には認めるが、基本的には個人の勉強であり、セミナーは自

ら参加意味があるかどうか吟味すること。また、セミナー参加回数が余りに多い場合には、主任部長に

より参加是非を決定する。 

学会出張：発表することを原則とする。それ以外の出張は調整が必要。 

論文発表：査読審査のある雑誌に毎年１編以上。在籍中に１編は英文で投稿する事を義務とする。 

子育て中の女性医師については、産後一定期間の育児休暇をみとめる。また、その後の勤務時間、当直

回数は相談により決める。 

 

【週間スケジュール】＊毎朝（月 7:45～、火－金 8:00～）新規入院カンファレンスとミーティング 

             ＊火・水 7:45～ 抄読会 

             ＊毎晩（月－金）17:00～ NICU回診および申し送り 

 朝 日中 夕 

月 心ｶﾃ･ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 心カテ  

火 NICU ﾚﾝﾄｹﾞﾝ･ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ NICU抄読会・部長回診 症例検討会、学会予行演習 

水   周産期ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・NICU退院ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

木 NICU ﾘﾊﾋﾞﾘ･ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 心カテ 他職種ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、院内査読会 

金 NICU心理ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ  入院中症例ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

土・日 交替で NICU当直・当直補助 

 

【診療以外の実績】新生児専門医の取得者 6名  

学会活動（2015年）学会発表・講演など 43件 論文・解説など 6編  

 

【研修後の進路】 

本コース終了後は必ず、日本周産期・新生児医学会新生児専門医 試験を受けること。 

本人の希望に応じて、他院 NICUを斡旋。 

本人の希望と能力、かつ当院のスタッフ採用枠によって、スタッフに引き上げる。 

もしくは、さらに上級の専門コースに採用する。 

 

【その他】 

 

本コースは原則 3年である。しかしながら、本人の意向や所属大学・病院の意向により、短縮研修を希

望される場合には、相談に応じる。但し、最低でも 1年以上の研修とする。 


